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2024年5月吉日
代表理事 大浦紀彦

開催日時：2024年6月6日(木) 19:00-21:00

参加費 無料

AAA Case Study Club 47 th

テーマ：米国の足病医から学ぶ
-バイオメカニクスの観点から-

Theater - Act against Pressure Injury

【パネリスト】
Foot Education International 米国足病医
東京大学医学系研究科 医学教育国際研究センター
医学教育国際協力学部門 後期博士課程 泉 有紀先生

Methodist hospital of Southern California. 
Department of surgery Podiatric Surgery 李家中豪先生

AAAでは、毎月第１木曜日にcase study club（症例検討会）をzoomで開催しています。
今回は2024年6月6日（木）19時より、zoomで開催いたします。
今回のテーマは「米国の足病医から学ぶ -バイオメカニクスの観点から-」です。
日本には、足病医制度がありません。欧米には足病医がいて、足を専門に診察し治療するシス
テムが構築されていて100年以上の歴史があります。ある意味で足の総合診療科です。足の外
科や日本フットケア・足病医学会が診療科連携の中で足病治療を行っているのが日本の現状で
す。 Podiatristの先生方とお話をしていて、最も日本の足診療で欠けていると思われる点が、
バイオメカニクスの観点から免荷や治療方針を決めるということです。歩容や足の可動域、な
どから足の美ダイナミックな病態を推測し治療を行うことです。これは、日本ではなかなかで
きません。そもそも患者に立位を取らせたり、歩かせたりしない。これはわれわれが、しっか
りとPodiatristから学ばなければならない領域だと思います。
この機会に、 Podiatristがどのように足について考えているのか、お尋ねしてみましょう。
今回、ご高名な泉先生と李家先生に講師をお願いいたしました。
みなさま奮って参加ください。

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN
_wgIteNntTlyco057f3iPpg
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